
第
４
章
特
定
治
療
料

第
４
章
特
定
治
療
料

１
医
科
診
療
報
酬
点
数
表
第
１
章
及
び
第
２
章
、
診
療
報
酬
の
算
定
方
法
別
表
第
二
歯
科
診
療
報
酬
点
数
表

（
以
下
「
歯
科
診
療
報
酬
点
数
表
」
と
い
う
。）並
び
に
別
表
第
三
調
剤
報
酬
点
数
表
（
以
下
「
調
剤
報
酬
点

数
表
」
と
い
う
。）に
お
い
て
、
保
険
医
療
機
関
又
は
健
康
保
険
法
第
63条
第
３
項
第
１
号
に
規
定
す
る
保
険

薬
局
が
行
っ
た
場
合
に
点
数
が
算
定
さ
れ
る
行
為
（
第
１
章
基
本
診
療
料
及
び
第
２
章
医
療
観
察
精
神
科
専

門
療
法
に
掲
げ
る
診
療
を
除
く
。）を
行
っ
た
場
合
に
、
当
該
行
為
に
係
る
医
科
診
療
報
酬
点
数
表
第
１
章
及

び
第
２
章
、
歯
科
診
療
報
酬
点
数
表
並
び
に
調
剤
報
酬
点
数
表
に
定
め
る
点
数

医
科
診
療
報
酬
点
数
表
第
１
章
及
び
第
２
章
、診
療
報
酬
の
算
定
方
法
別
表
第
二
歯
科
診
療
報
酬
点
数
表（
以

下
「
歯
科
診
療
報
酬
点
数
表
」
と
い
う
。）並
び
に
別
表
第
三
調
剤
報
酬
点
数
表
（
以
下
「
調
剤
報
酬
点
数
表
」

と
い
う
。）に

お
い
て
、
保
険
医
療
機
関
又
は
健
康
保
険
法
第
63条

第
３
項
第
１
号
に
規
定
す
る
保
険
薬
局
が

行
っ
た
場
合
に
点
数
が
算
定
さ
れ
る
行
為
（
第
１
章
基
本
診
療
料
及
び
第
２
章
医
療
観
察
精
神
科
専
門
療
法
に

掲
げ
る
診
療
を
除
く
。）を
行
っ
た
場
合
に
、
当
該
行
為
に
係
る
医
科
診
療
報
酬
点
数
表
第
１
章
及
び
第
２
章
、

歯
科
診
療
報
酬
点
数
表
並
び
に
調
剤
報
酬
点
数
表
に
定
め
る
点
数

２
訪
問
看
護
療
養
費
に
係
る
指
定
訪
問
看
護
の
費
用
の
額
の
算
定
方
法
（
平
成
20年
厚
生
労
働
省
告
示
第
67











































号
）
別
表
区
分
番
号
０
７
に
定
め
る
額


















（
新
設
）

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

第
一
・
第
二

（
略
）

第
一
・
第
二

（
略
）

第
三

基
本
診
療
料
及
び
医
療
観
察
精
神
科
専
門
療
法
の
施
設
基
準
等

第
三

基
本
診
療
料
及
び
医
療
観
察
精
神
科
専
門
療
法
の
施
設
基
準
等

一

医
療
観
察
法
病
棟
入
院
料
の
注
１
に
規
定
す
る
医
療
観
察
一
般
病
棟
入
院
料
の
施
設
基
準

一

入
院
対
象
者
入
院
医
学
管
理
料
の
施
設
基
準

次
に
掲
げ
る
病
棟
を
単
位
と
し
て
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

次
に
掲
げ
る
病
棟
を
単
位
と
し
て
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。

法
第
四
十
二
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
六
十
一
条
第
一
項
第
一
号
の
決
定
を
受
け
た
者
で
あ
っ
て
、

主
と
し
て
集
中
的
な
治
療
を
要
す
る
も
の
を
入
院
さ
せ
る
病
棟

法
第
四
十
二
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
六
十
一
条
第
一
項
第
一
号
の
決
定
を
受
け
た
者
で
あ
っ
て
、

集
中
的
な
治
療
を
要
す
る
も
の
を
入
院
さ
せ
る
病
棟

に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
病
院
の
病
棟
の
一
部
で
あ
っ
て
、
法
第
四
十
二
条
第
一
項
第
一
号
又
は

第
六
十
一
条
第
一
項
第
一
号
の
決
定
を
受
け
た
者
で
あ
っ
て
集
中
的
な
治
療
を
要
す
る
も
の
を
入
院
さ

せ
る
た
め
の
精
神
病
床
（
十
四
床
を
超
え
な
い
も
の
に
限
る
。）に
よ
り
構
成
さ
れ
る
病
棟
（
以
下
「
小

規
格
病
棟
」
と
い
う
。）

に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
病
院
の
病
棟
の
一
部
で
あ
っ
て
、
法
第
四
十
二
条
第
一
項
第
一
号
又
は

第
六
十
一
条
第
一
項
第
一
号
の
決
定
を
受
け
た
者
で
あ
っ
て
集
中
的
な
治
療
を
要
す
る
も
の
を
入
院
さ

せ
る
た
め
の
精
神
病
床
（
十
四
床
を
超
え
な
い
も
の
に
限
る
。）に
よ
り
構
成
さ
れ
る
病
棟
（
以
下
「
小

規
格
病
棟
」
と
い
う
。）

医
療
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
五
十
号
）
第
十
九
条
第
二
項
第
一
号
に
定
め
る
薬
剤

師
の
員
数
以
上
の
員
数
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

医
療
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
三
年
厚
生
省
令
第
五
十
号
）
第
十
九
条
第
二
項
第
一
号
に
定
め
る
薬
剤

師
の
員
数
以
上
の
員
数
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

当
該
病
棟
に
お
け
る
医
師
の
数
は
、
当
該
病
棟
の
法
第
四
十
二
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
六
十
一
条
第

一
項
第
一
号
の
決
定
を
受
け
現
に
入
院
し
て
い
る
者
（
以
下
「
入
院
対
象
者
」
と
い
う
。）の
数
が
八
又
は

そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
病
棟
に
勤
務
す
る
医
師
の
過
半
数
は
常
勤
の
医

師
で
あ
る
こ
と
。

当
該
病
棟
に
お
け
る
医
師
の
数
は
、
当
該
病
棟
に
法
第
四
十
二
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第
六
十
一
条
第

一
項
第
一
号
の
決
定
を
受
け
現
に
入
院
し
て
い
る
者
（
以
下
「
入
院
対
象
者
」
と
い
う
。）の
数
が
八
又
は

そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
当
該
病
棟
に
勤
務
す
る
医
師
の
過
半
数
は
常
勤
の
医

師
で
あ
る
こ
と
。

当
該
病
棟
に
常
勤
の
精
神
保
健
指
定
医
が
一
名
以
上
配
置
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
病
棟
を
有
す
る

指
定
入
院
医
療
機
関
に
常
勤
の
精
神
保
健
指
定
医
が
二
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

当
該
病
棟
に
常
勤
の
精
神
保
健
指
定
医
が
一
名
以
上
配
置
さ
れ
て
お
り
、
か
つ
、
当
該
病
棟
を
有
す
る

指
定
入
院
医
療
機
関
に
常
勤
の
精
神
保
健
指
定
医
が
二
名
以
上
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
常
勤
の
看
護
師
の
数
は
、
常
時
、
当
該
病
棟
の
入
院
対
象

者
の
数
が
四
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
に
お
い
て
、
一

日
に
看
護
を
行
う
常
勤
の
看
護
師
の
数
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す
る
数
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
、

当
該
病
棟
に
お
け
る
常
勤
の
看
護
師
の
数
は
、
四
に
、
当
該
病
棟
の
入
院
対
象
者
の
数
に
一
・
三
を
乗

じ
た
数
を
加
え
た
数
以
上
で
あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
そ
の
一
部
に
小
規
格
病
棟
を
有
し
て
い
る
病
院
の
病

棟
に
あ
っ
て
は
、
当
該
病
院
の
病
棟
に
お
け
る
看
護
職
員
の
数
が
当
該
病
院
の
病
棟
の
入
院
患
者
の
数
が

令和年月日 火曜日 (号外第号)官 報
〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
四
十
七
号

心
神
喪
失
等
の
状
態
で
重
大
な
他
害
行
為
を
行
っ
た
者
の
医
療
及
び
観
察
等
に
関
す
る
法
律
第
八
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
医
療
に
要
す
る
費
用
の
額
の
算
定
方
法
（
平
成
十
七
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
六
十
五
号
）
に
基
づ
き
、

基
本
診
療
料
及
び
医
療
観
察
精
神
科
専
門
療
法
の
施
設
基
準
等
（
平
成
十
七
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
六
十
六
号
。
以
下
「
施
設
基
準
等
」
と
い
う
。）の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
八
年
六
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。た
だ
し
、

同
年
三
月
三
十
一
日
に
お
い
て
現
に
指
定
入
院
医
療
機
関
で
あ
る
医
療
機
関
に
つ
い
て
、
こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
後
の
施
設
基
準
等
第
三
の
一
の
三
に
規
定
す
る
医
療
観
察
地
域
移
行
支
援
病
棟
入
院
料
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の

告
示
の
適
用
の
日
か
ら
令
和
九
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
限
り
、
施
設
基
準
等
第
三
の
一
の
三
の

中
「
作
業
療
法
士
、
精
神
保
健
福
祉
士
及
び
臨
床
心
理
技
術
者
の
数
の
合
計
は
、
当
該
病
棟
の
入
院
対
象
者
の
数
が
四
又
は
そ
の
端
数

を
増
す
ご
と
に
一
以
上
」
と
あ
る
の
は
「
社
会
復
帰
期
の
入
院
対
象
者
の
看
護
に
一
定
の
経
験
の
あ
る
看
護
師
、
作
業
療
法
士
、
精
神
保
健
福
祉
士
及
び
臨
床
心
理
技
術
者
の
数
の
合
計
は
、
当
該
病
棟
の
入
院
対
象
者
の
数
が
四
又
は
そ
の
端

数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で
あ
り
、
か
つ
、
作
業
療
法
士
、
精
神
保
健
福
祉
士
及
び
臨
床
心
理
技
術
者
の
数
の
合
計
は
、
当
該
病
棟
の
入
院
対
象
者
の
数
が
五
又
は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
」
と
す
る
。

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎
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